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皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
町
村
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
森
林
の
整
備
、
保
全
等

に
日
夜
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
国
内
で
初
め
て
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
二
年
余
り
が
過

ぎ
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に
よ
り
爆
発
的
に
感
染
が
拡
大
し
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
四
六
の
町
村
が
互
い
に
尊
敬

し
合
っ
て
強
固
な
結
束
と
相
互
連
携
を
図
り
、
現
在
実
施
し
て
い
る
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
進
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
県
土
の
約
七
割
を
占
め
て
い
る
広
大
な
森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
か
ん
養

等
の
公
益
的
機
能
を
有
し
、
県
民
に
様
々
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
財
産
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
未
だ
に
広
い
範
囲
で
放
射
性
物
質
の

影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
林
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
で
荒
廃
が
進
み
、
森
林
整
備
面
積
は
震

災
前
の
半
分
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
引
き
続
き
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
な
が

ら
、
緑
豊
か
な
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」

を
実
現
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
た
「
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
る
な
ど
、
林
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
本
県

で
は
本
年
四
月
に
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
が
本
格
開
講
す
る
な
ど
、
林
業
の
人
材
育
成
に
向
け

た
施
策
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、
若
者
や
都
市
住
民
が
都
会
か
ら
地
方
を
め
ざ
す
「
田
園
回
帰
」
の
潮

流
の
高
ま
り
や
、
山
村
地
域
と
多
様
な
関
わ
り
を
持
つ
「
関
係
人
口
」
が
増
加
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
地
域
居

住
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
関
係
人
口

の
拡
大
や
定
住
・
二
地
域
居
住
等
の
環
境
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に
要

請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
山
村

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

森林・林業の再生に向けて

福島県町村会長　　　　　　　　　
広野町長　遠　藤　　　智
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令
和
三
年
度
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等

活
動
発
表
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
参
集

範
囲
を
制
限
し
、
令
和
四
年
一
月
三
一
日

（
月
）に
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
こ
の
発
表
会
で
は
、
県
内
各
地
の

自
主
的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
代
表
が
そ
の
取
組
を
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の

活
動
の
展
開
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
お
り
、
今
回
は
六
団
体
か
ら
、
森

林
環
境
学
習
・
体
験
活
動
な
ど
、
様
々
な

活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
石
川

静
男
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
湖
森
林
公
園

案
内
人
の
会
）、
優
秀
賞
に
は
大
内
聖
司

さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
春
楽
し

い
地
域
づ
く
り
の
会
）、
特
別
賞
に
は
渡

部
正
幸
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り

の
案
内
人
の
会
会
津
支
部
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

午
後
に
は
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
会
長
の
齋
藤
正
氏
よ
り
、「
全

林
研
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
と
活
動
事

例
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
課
題
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
里
山
再
生
へ
の
道

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り
の
案
内
人

の
会
県
北
地
区
支
部�

八
巻
良
幸
）

◦
町
民
憩
い
の
場
「
三
春
花
の
丘
公
園
」

づ
く
り

　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
春
楽
し
い

地
域
づ
く
り
の
会�

大
内
聖
司
）

◦
市
民
に
親
し
ま
れ
る
森
づ
く
り

　

～
里
山
林
整
備
と
遊
歩
道
（
丸
太
階
段
）

整
備
等
を
通
し
て
～

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
湖
森
林
公
園
案
内
人

の
会�

石
川
静
男
）

◦
会
津
地
方
に
お
け
る
森
林
環
境
学
習
に
つ

い
て
～
森
林
整
備
か
ら
木
材
利
用
ま
で
～

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り
の
案
内
人

の
会
会
津
支
部�

渡
部
正
幸
）

◦
横
町
弁
天
山　

里
山
再
生
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告

　
（
横
町
区
里
山
づ
く
り
実
行
委
員
会　

�

君
島
満
三
）

◦
葉
山
里
山
の
会
の
紹
介

　
（
葉
山
里
山
の
会�

栗
田　

昇
）

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
林
業
普
及
指
導
員

全
体
研
修
会
も
、
令
和
四
年
二
月
一
日

（
火
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
の
各
普
及
地
区
の
代
表

者
八
名
が
、
特
用
林
産
物
等
の
推
進
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
な
ど
普
及
活
動
の
成
果

を
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
活

発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
齋
藤
諒
次
さ
ん
（
南
会
津
農
林
事
務

所
）、
優
秀
賞
に
は
鈴
木
綾
さ
ん
（
県
南

農
林
事
務
所
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
能

力
評
価
シ
ス
テ
ム
統
括
事
務
局
の
有
馬
隆

継
氏
よ
り
、「
能
力
評
価
シ
ス
テ
ム
の
概

要
と
導
入
効
果
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
林
業
普
及
指
導
地
区
か
ら
の
活
動
発

表
課
題
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
き
の
こ
原
木
林
の
再
生
促
進

　
（
県
北
農
林
事
務
所　

主
査　

橋
本
正
伸
）

◦
古
殿
町
産
こ
ご
み
の
出
荷
に
向
け
た
取

り
組
み

　
（
県
中
農
林
事
務
所

�

　

主
査　

阿
部
由
紀
子
）

◦
森
林
調
査
等
に
お
け
る
効
率
化
の
推
進

　

～
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
・
航
空
レ
ー
ザ

計
測
成
果
の
活
用
～

　
（
県
南
農
林
事
務
所　

技
師　

鈴
木　

綾
）

◦
緑
の
青
年
就
業
促
進
事
業
に
よ
る
「
高

校
生
林
業
見
学
会
」
を
通
じ
た
担
い
手

確
保
に
つ
い
て

　
（
会
津
農
林
事
務
所　

主
査　

山
田　

誠
）

◦
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
産
地
化
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み

　
（
南
会
津
農
林
事
務
所

�

　

技
師　

齋
藤
諒
次
）

◦
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
を
通
じ
た
森

林
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
相
双
農
林
事
務
所

�

　

主
任
主
査　

小
池
陽
子
）

◦
双
葉
地
方
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進

　
（
富
岡
林
業
指
導
所

�

　

主
査　

小
野
田
義
宏
）

◦
森
林
整
備
の
課
題
解
消
に
向
け
た
取
組

　
（
い
わ
き
農
林
事
務
所

�

　

技
師　

黒
澤
文
彦
）

令
和
三
年
度
　
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
・

林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

福
島
県
林
業
振
興
課

林業研究グループ等活動発表会における講演の様子

林業普及指導員の活動発表の様子
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※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む

緑の募金のご協力、よろしくお願いいたします
令和４年度の緑の募金目標額　7,000万円

緑の募金の実績

令和４年の緑化運動標語

「植えようみどり
めざせカーボンニュートラル」

〒960-8043
福島市中町５－18　福島県林業会館内

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
（緑化推進局　緑化推進課）

TEL 024-524-1480　FAX 024-521-3246

令和３年度「緑の募金」実績（令和３年４月１日～令和４年１月31日）

市・地方緑化推進委員会
募　　金　　の　　種　　類

計
街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福 島 市 緑 化 推 進 委 員 会 24,987 0 1,598,918 796,779 1,303,590 3,724,274
伊 達 市 緑 化 推 進 委 員 会 11,716 1,793,390 226,000 247,963 64,178 2,343,247
伊 達 郡 緑 化 推 進 委 員 会 55,302 973,365 218,000 155,753 47,719 1,450,139
二 本 松 市 緑 化 推 進 委 員 会 8,019 1,439,700 10,000 239,600 281,440 1,978,759
本 宮 地 域 緑 化 推 進 委 員 会 77,425 889,600 371,830 107,239 114,981 1,561,075
国 土 緑 化 郡 山 市 推 進 委 員 会 418 6,400,320 1,209,127 813,738 1,274,305 9,697,908
須 賀 川 市 緑 化 推 進 委 員 会 0 341 730,815 350,800 399,563 1,481,519
国土緑化岩瀬地方推進委員会 0 470,900 1,918 69,841 41,087 583,746
田 村 市 緑 化 推 進 委 員 会 9,571 951,100 361,463 219,425 28,543 1,570,102
田 村 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 0 861,700 30,000 167,023 0 1,058,723
国土緑化石川地方推進委員会 20,206 1,047,340 256,434 154,873 379,312 1,858,165
白 河 市 緑 化 推 進 委 員 会 0 1,223,450 475,192 265,801 0 1,964,443
国土緑化西白河地方推進委員会 2,265 1,376,300 383,915 191,713 47,803 2,001,996
国土緑化東白川地方推進委員会 11,303 721,700 174,542 217,678 58,623 1,183,846
国土緑化会津若松市推進委員会 49,852 3,446,200 482,038 690,208 483,282 5,151,580
両 沼 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 3,212 1,423,870 164,495 225,833 0 1,817,410
会津耶麻地方緑化推進委員会 9,051 934,000 110,321 164,885 146,453 1,364,710
喜 多 方 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,929 1,509,200 385,000 502,179 9,200 2,408,508
南 会 津 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 6,577 1,323,805 33,410 177,307 26,135 1,567,234
相 馬 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 9,165 1,083,474 0 595,675 0 1,688,314
双 葉 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 50,597 0 0 0 0 50,597
い わ き 市 緑 化 推 進 委 員 会 7,319 8,213,176 996,730 1,550,324 428,400 11,195,949

小　　　　　計 359,914 36,082,931 8,220,148 7,904,637 5,134,614 57,702,244
事　　　　　 務　　　　　 局 190,076 0 2,775,931 970,205 0 3,936,212

合　　　　　計 549,990 36,082,931 10,996,079 8,874,842 5,134,614 61,638,456

単位：円

　令和３年度の緑の募金につきましては、コロナ禍にもかかわらず、これまでのところ（４月～１月分
集計）、下記のとおり6,160万円（前年度実績5,920万円）のご寄付をいただきました。多くの皆様方の
善意に厚く御礼申し上げます。
　緑の募金は、緑豊かな潤いある美しいふくしまを目指し、緑化の推進、森林の整備、次代を担う青少
年の育成、森林ボランティア活動の支援などに活用させていただいており、地球環境の保全、地域の緑
化環境の整備、緑化運動への理解醸成等に貢献しています。
　令和４年度の「緑の募金」春季募金推進期間は、例年どおり４月１日から５月31日までとなりますが、
引き続き緑の募金を活用した幅広い分野における緑化運動を展開してまいりますので、皆様のご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。
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【緑の募金の活用事例】を紹介します。

第４回ふくしま植樹祭（浪江町）集合写真 第４回ふくしま植樹祭（浪江町）植樹作業

⑴　県内各地で森林づくり団体等
が、植栽や下刈りなどの森林整
備活動を行うことで、自然災害
の防止や地球温暖化防止等に貢
献しています。

⑵　県内の各市・地方緑化推進委
員会が「地方植樹祭」を開催す
ることで、地域の環境緑化の推
進と緑化意識の高揚が図られて
います。

⑶　毎年開催している「ふくしま
緑の百景歩こう会」の参加者
に、緑化苗木を配布すること
で、緑化の重要性を普及してい
ます。

森林づくり団体による植樹作業 地方植樹祭（棚倉町）植樹作業 第33回ふくしま緑の百景歩こう会（富岡町）苗木配布

小学生による花壇整備

緑の少年団が育てた花を幼稚園へプレゼント

NPO法人による花苗の定植作業

クヌギ苗の下刈作業

⑷　小・中・高校生や地域のNPO法人が、花苗の定植や花壇づくりにより学校や公共施設の環境整備を推進
することで、地域の環境緑化の推進と緑化意識の高揚が図られています。

⑸　緑の少年団が学習活動や奉仕活動を通して、緑化の重要性を知り、主体的に地域の環境美化に取り組んでいます。
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１　

は
じ
め
に

　

本
誌
編
集
委
員
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

こ
の
度
、
論
文
の
受
賞
報
告
と
内
容
紹
介

を
さ
せ
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
表
１
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
福

島
県
の
木
材
需
給
や
林
業
・
木
材
産
業
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
本
県
の
林
業
・

木
材
産
業
は
、
県
内
経
済
は
も
と
よ
り
持

続
可
能
な
森
林
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
産

業
で
す
。
本
稿
で
は
二
つ
の
論
文
を
紹
介

し
、
今
後
の
課
題
を
共
有
し
ま
す
。
読
者

の
皆
様
に
と
っ
て
、
林
業
・
木
材
産
業
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
な
お
、
論
文
執
筆
は
個
人
的
な
活

動
で
あ
り
、
本
稿
に
つ
い
て
も
個
人
の
見

解
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

２　

論
文
の
紹
介

⑴　
「
製
材
・
チ
ッ
プ
需
要
下
に
お
け
る

福
島
県
の
林
業
・
木
材
産
業
構
造
と
国

産
材
供
給
拡
大
へ
の
課
題
」

　

本
論
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
本

県
林
業
・
木
材
産
業
を
対
象
に
、
歴
史
的

展
開
の
整
序
と
、
東
北
各
県
と
の
比
較
分

析
を
行
い
、
本
県
の
構
造
的
特
徴
や
国
産

材
供
給
拡
大
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
研
究
の
主
な
方
法
は
、
各
県
統
計

デ
ー
タ
の
解
析
と
県
林
政
史
お
よ
び
市
町

村
史
の
渉
猟
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
本
県
林
業
・
木
材
産
業

の
歴
史
は
四
期
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
（
表
２
）。
木
材
需
要
が
激

し
く
変
動
す
る
半
世
紀
の
中
で
、
需
給
調

整
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
外
材

で
、ス
ギ
は
供
給
量
の
増
減
幅
が
小
さ
く
、

弾
力
性
の
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
の
用
途
や
素
材
生
産
の
特

徴
と
し
て
、
需
要
部
門
別
の
素
材
生
産
量

受
賞
論
文
の
紹
介
と

福
島
県
の
林
業
・
木
材
産
業
の
こ
れ
か
ら

木
村
憲
一
郎
（
福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

表１　受賞論文

表２　福島県の林業・木材産業の歴史的区分

表３　東北地方各県との比較

注）論文は科学技術情報発信・流通総合システム（J-STAGE）に公開されています

資料）平成24年木材需給報告書（林野庁）ほか
単位）生産量と蓄積の単位は万㎥

受賞名 論文名 著者 学術誌名

東北森林科学会賞
（2021年12月授与）

製材・チップ需要下にお
ける福島県の林業・木材
産業構造と国産材供給拡
大への課題－1960年代以
降の木材需給と木材産業
の史的分析から－

木村憲一郎
東北森林科学会誌
（2018）
Vol.23⑴：１－10

日本森林学会誌論文賞
（2020年３月授与）

原発事故が福島県の木材
需給に与えた影響と林
業・木材産業の現状

木村憲一郎
日本森林学会誌
（2019）
Vol.101⑴：７－13

区分 時期 キーワード

木材需要拡大期 1960年代前半～
木材需要量が２倍に上昇、外材増える、スギ微減
県木連や事業協同組合の組織化、木材市場や木材団地の整備
小名浜港の木材専用港区（藤原埠頭）が供用開始

木材需要安定期 1970年代前半～
木材需要量が戦後最大を記録、外材増える、スギ横ばい
JAS認定工場、集成材工場、プレカット工場の本格稼働
小名浜港が東日本有数の木材輸入港に発展

木材需要減少期 1990年代前半～
木材需要量が約半分に減少、外材も急減
パルプ工場操業停止に伴い広葉樹も急減、スギ微減
木材工場数は減少

国産材回復期 2000年代前半～ 木材需要量は横ばい、スギのシェア拡大
木材工場数の規模拡大

需要部門別素材生産割合 素材生産量と森林蓄積（スギ）
製材用 合板用 チップ用 生産量（ａ） 蓄積（ｂ） ａ／ｂ

青森県 54％ 18％ 27％ 59.4 4,684 1.27％
岩手県 39％ 31％ 31％ 57.2 6,702 0.85％
宮城県 34％ 44％ 22％ 37.0 3,912 0.95％
秋田県 39％ 48％ 13％ 98.0 10,116 0.97％
山形県 45％ 24％ 32％ 23.5 4,907 0.48％

福島県 62％ 2％ 36％ 46.4 9,326 0.50％
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で
は
（
表
３
）、
本
県
は
東
北
他
県
に
比

べ
て
合
板
の
割
合
が
低
い
一
方
、
製
材
六

割
、
チ
ッ
プ
三
割
と
い
ず
れ
も
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
割
合
は
一
九
六
〇

年
代
以
降
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
本
県

の
木
材
需
給
は
製
材
と
チ
ッ
プ
に
規
定
さ

れ
る
構
造
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
ス
ギ
の
蓄
積
量
と
素
材
生
産
量
の
関

係
で
は
（
表
３
）、
生
産
量
の
割
合
は
山

形
県
に
続
い
て
低
く
、
供
給
上
の
課
題
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
ま
と
め
で
は
、
製
材

用
・
チ
ッ
プ
用
原
木
の
安
定
供
給
を
念
頭

と
し
た
ス
ギ
生
産
体
制
の
強
化
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

⑵　
「
原
発
事
故
が
福
島
県
の
木
材
需
給

に
与
え
た
影
響
と
林
業
・
木
材
産
業
の

現
状
」

　

本
論
で
は
、
主
に
政
府
統
計
を
用
い
た

定
量
分
析
に
よ
っ
て
、
原
発
事
故
が
本
県

木
材
需
給
に
与
え
た
影
響
と
林
業
・
木
材

産
業
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

分
析
で
は
、
は
じ
め
に
全
国
お
よ
び
他
被

災
県
と
の
比
較
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
原
発
事
故
後
、
本
県
で
は
木
材
需
要

量
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
県

産
材
の
み
で
は
旺
盛
な
需
要
に
対
応
で
き

ず
、
移
入
材
（
岩
手
、
茨
城
、
栃
木
）
が

急
激
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
木
材
価
格
の
分
析
で
は
、

図１　山元立木価格（スギ）

スギ1m3当たりの⼭元⽴⽊価格
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

福島実数 4,252 2,871 3,069 3,356 2,780 2,550 3,006 2,841 2,591 2,690 2,840 2,943
全国実数 3,164 2,548 2,654 2,838 2,600 2,465 2,968 2,833 2,804 2,881 2,995 3,061
福島指数 1 1.093516 0.905833 0.83089 0.979472 0.925709 0.844249 0.876507 0.925383 0.958944
全国指数 1 1.069329 0.979653 0.928787 1.118312 1.067445 1.056518 1.085531 1.128485 1.153353

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2008 2010 2012 2014 2016 2018
図1 山元立木価格（スギ）

福島実数 全国実数

福島指数 全国指数

円/m3

資料）山林素地及び山元立木価格調（日本不動産研究所）

注）論文の表に直近データを加筆し図化

指数

資料）山林素地及び山元立木価格調（一般財団法人日本不動産研究所）
注）論文の表に直近データを加筆し図化

製
材
品
価
格
の
伸
び
が
全
国
平
均
よ
り
低

く
、
山
元
立
木
価
格
で
は
（
図
１
）
上
昇

基
調
に
あ
る
全
国
動
向
と
異
な
り
、
一
段

と
低
迷
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

県
内
五
地
域
に
お
け
る
素
材
生
産
量
の
比

較
で
は
（
図
２
）、
相
双
地
方
の
急
減
と

は
対
照
的
に
、
他
地
域
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
わ
ず
か
数
年
の
間
で
急
激
な
産
地
移

動
が
起
き
た
こ
と
が
デ
ー
タ
上
か
ら
立
証

で
き
ま
し
た
。
本
論
で
は
そ
の
要
因
を
、

営
林
活
動
の
制
限
や
木
材
価
格
の
低
迷
に

図２　地域別の素材生産量

図2　地域別の素材生産量
資料）福島県木材需給と工業の現況（福島県）

注）論文の表に直近データを加筆し図化

会津 県北・県中

県南

相双

いわき

第一原発

2008-2010年平均

2016-2018年平均

10万m3

資料）木材需給と木材工業の現況（福島県）
注）論文の表に直近データを加筆し図化

写真　福島県産の木材（左）と木材製品（右）
資料）筆者撮影

伴
う
素
材
生
産
活
動
の
停
滞
に
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
ま
と
め
で
は
、
川
中
・
川
下

側
の
復
興
が
進
む
一
方
、
川
上
側
の
経
営

環
境
は
一
段
と
悪
化
し
て
い
る
、
川
上
そ

し
て
相
双
地
方
の
実
情
に
即
し
た
長
期
的

な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い

ま
す
。

３　

林
業
・
木
材
産
業
の
課
題
と

　

こ
れ
か
ら

　

現
状
や
課
題
の
把
握
に
は
、
福
島
の
み
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な
ら
ず
他
県
と
の
比
較
や
歴
史
の
ふ
り
返

り
が
必
要
と
考
え
、
執
筆
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
浮
き
彫

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
と
り

わ
け
大
き
な
課
題
は
素
材
生
産
力
、
山
元

立
木
価
格
、
相
双
地
方
に
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
次
に
、
県
内
の
最
近
の
動
き
や
知

見
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。

　

第
一
の
素
材
生
産
力
で
は
、
ス
ギ
生
産

量
の
伸
び
が
低
く
、
本
稿
で
は
触
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
広
葉
樹
利
用
の
問
題
も
あ
り

ま
す

１）

。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
生
産
力

の
伸
び
代
が
大
き
い
こ
と
の
現
れ
と
も
言

え
ま
す
。
震
災
後
、
作
業
道
の
累
積
総
延

長
は
二
倍
に
伸
び
、
ま
も
な
く
新
た
な
人

材
育
成
も
始
ま
り
ま
す

２）

。
高
い
技
術
力

を
持
つ
担
い
手
が
、
県
内
各
地
で
効
果
的

な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
実
践
し
、
定
着
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

そ
の
際
大
切
な
こ
と
は
生
産
量
を
増
や
す

だ
け
で
な
く
、
山
元
還
元
の
視
点
を
忘
れ

な
い
こ
と
で
す
。
第
二
の
山
元
立
木
価
格

の
低
迷
と
関
わ
り
ま
す
が
、
森
林
経
営
意

欲
の
減
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
価

格
形
成
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
上
で
山

元
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
新
た
な
枠
組

み
の
検
討
を
し
、
現
場
で
は
製
材
・
チ
ッ

プ
の
動
向
を
意
識
し
た
採
材
方
法
の
定
着

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

第
三
の
相
双
地
方
で
は
、
営
林
活
動
の

再
開
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因

の
一
つ
に
森
林
内
の
放
射
能
汚
染
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
大
学
や
企
業
と
と
も
に
、
３
D
ス
キ
ャ

ナ
ー
搭
載
型
の
ド
ロ
ー
ン
や
深
層
学
習
を

活
用
し
、
線
量
や
材
積
を
自
動
で
か
つ
効

率
的
に
取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
図
３
）。

今
後
は
、
こ
う
し
た
新
技
術
の
社
会
実
装

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
詳

細
な
実
態
把
握
も
重
要
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
相
双
地
方
の
素
材
生
産
量
を
み
る

と
、
民
有
林
材
で
は
事
故
前
の
七
割
に
ま

で
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
材
は
三

割
に
止
ま
っ
て
い
ま
す

３）

。
被
災
地
の
復

興
に
は
き
め
細
か
な
対
策
が
必
要
で
す
。

木村憲一郎 氏 プロフィール

会津若松市出身
岩手大学農学部林学科卒業
岩手大学大学院（博士後期課程　社会人入学）修了
博士（農学）
日本森林学会など多数の学会会員として活躍
日本森林学会誌論文賞など受賞多数
現福島県林業研究センター副所長

所
有
形
態
別
の
違
い
な
ど
、
詳
細
な
現
状

分
析
が
今
な
お
必
要
で
す
。

４　

ま
と
め

　

最
後
に
、
筆
者
に
研
究
の
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
の
は
社
会
人
博
士
課
程
へ
の

進
学
を
勧
め
て
い
た
だ
い
た
大
学
の
恩
師

と
同
窓
の
先
輩
職
員
で
す
。
本
論
の
執
筆

や
受
賞
で
は
、
査
読
者
、
推
薦
者
、
そ
し

て
多
く
の
研
究
仲
間
の
支
え
が
あ
り
ま
し

た
。
関
係
す
る
皆
様
に
改
め
て
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
社
会

や
科
学
の
発
展
に
さ
ら
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
一
層
研
究
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

５　

引
用
文
献

１）　

木
村
憲
一
郎
（
２
０
２
１
）「
原
発
事

故
が
特
用
林
産
物
の
生
産
・
流
通
に
与

え
た
影
響
と
今
後
の
研
究
課
題
」
日
本

森
林
学
会
誌V

ol.103

：
13
―
21

２）　

金
子
信
博
・
木
村
憲
一
郎
（
２
０
２

１
）「
特
集
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

目
の
い
ま
（
６
）
福
島
県
の
森
林
・
林

業
と
地
域
」
山
林N

o.1651

：
17
―
25

３）　

木
村
憲
一
郎
（
２
０
２
１
）「
森
林

利
用
の
現
状
か
ら
み
た
福
島
に
お
け
る

森
林
管
理
の
課
題
」
東
北
森
林
科
学
会

大
会
発
表
要
旨
集
：
２

図３　開発中のシステム（イメージ）
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普及指導員通信

県中農林事務所
　　林業普及指導員　内　海　　　享

県中管内における航空レーザ計測を
活用した森林整備について

１　はじめに
　県中管内においては、これまで３市町において航空レーザ計測を実施し、林業専用道の設計等に活用してお
りますが、更なる森林整備の推進に向けても航空レーザ計測の活用を普及させる必要があり、当管内での先駆
的取組を実施している古殿町の活用事例及び今後の取組方針について紹介します。

２　古殿町の活用事例
　古殿町では、森林整備への活用を目的に登記簿情報による地形図（地籍調査完了済み）、地番、面積を搭載し、
他にも施業履歴、地目、所有者情報などの情報を町独自でGIS（地理情報システム）に整備してきました。
　しかし、町では平成25年度から実施しているふくしま森林再生事業で民有林の森林整備を進めるにあたり、
施業が遅れ優先して森林整備を実施する森林はどこにあるのか特定できないという問題があり、これまでの
GIS情報では森林所有者等へ説明・提案ができない状態でした。このことから、航空レーザ計測により得られ
るデータを活用して、森林所有者への施業提案を行うことで森林整備を推進しています。

　⑴　航空レーザ計測について
　　航空レーザ計測により、成立本数及び樹高のデータが得られ、これをもって直径、樹種が推計されます。

さらに材積、収量比数等が算出されることから、現場を確認する前に、施業対象地かどうか判断できます。
搬出間伐する場合の数量算出例は次のとおりです。

　⑵　活用状況
　　ふくしま森林再生事業における年度別計画作成では、森林整備予定箇所の林分調査（プロット調査による

成立本数、樹高、樹種の調査）を行う必要がありますが、町では航空レーザ計測で得られたデータを活用す
ることで林分調査を省略し、事業費の縮減や効率的な計画策定を図っています。また、航空レーザ計測で得
られる微地形図により、傾斜や既存の作業道が判読できることから作業道線形を決定する際には、急傾斜地
を避けることや既存の作業道を利用するなど線形計画に活用しています。このように航空レーザ計測を利用
して得られた森林施業計画を、森林所有者へ提案することで森林整備を推進しています。

　表：ふくしま森林再生事業の森林整備実績

３　今後の普及について
　当所においては、効率的な森林整備の実施のため、これまで森林整備等の設計内容を事前に確認・指導し、
作業道延長の短縮や地形に沿った線形の見直しなどを行ってきました。今後も森林所有者等に対して具体的な
事前説明や施業提案を行うとともに、航空レーザ計測の活用ができる市町に対して、今回紹介した古殿町の事
例を普及しながら、円滑な森林整備の推進につなげていきたいと考えております。

年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ 計

面積（ha） 2.10 1.56 4.68 11.79 39.90 30.26 19.38 109.67

○単木情報 ○区域の林況 ○施業数量

No 樹種 樹高 胸高直径 材積 林 分 区 域 S-1 間 伐 率 30％
１ スギ 20ｍ 24㎝ 0.441㎥ 対 象 面 積 1.00ha 間伐本数 207本
２ スギ 21ｍ 24㎝ 0.466㎥

面積
測量

解析計測材積 690㎥
施業
決定

間伐材積 207㎥
・ スギ ・ ・ ・ 区域全体成立本数 1,120本 利 用 率 70％
・ スギ ・ ・ ・ 平均胸高直径 25㎝ 利用材積 144㎥

平 均 樹 高 22.5ｍ



林業福島　令和４年３月１日発行

9―　 ―

　

当
会
は
、
一
月
二
一
日
、
郡
山
市
に
お

い
て
、
森
林
組
合
職
員
を
対
象
と
し
た
税

制
改
正
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
今
般
の
税
制
改

正
の
内
容
が
業
務
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き

い
為
、
改
正
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
企
画
し
、
郡
山
税
務
署
の
笠
原

審
理
専
門
官
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）」
に
つ
い
て

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
令
和
五
年
十
月

一
日
よ
り
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
開

始
さ
れ
る
た
め
、
事
業
者
と
し
て
の
登
録

申
請
手
続
を
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
令

和
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
笠
原
講
師
に
ご
説
明
頂
い
た

中
で
、
交
付
義
務
の
免
除
と
な
る
取
引
の

一
つ
に
生
産
者
が
森
林
組
合
等
に
委
託
し

て
行
う
林
産
物
の
譲
渡
が
挙
げ
ら
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
林
産
物
の
譲
渡
に
関
す

る
全
て
の
取
引
が
免
除
対
象
と
な
る
訳
で

は
な
い
と
の
こ
と
で
、
制
度
運
用
開
始
ま

で
に
現
在
の
取
引
が
免
除
の
対
象
と
な
る

の
か
留
意
し
、
制
度
開
始
ま
で
に
取
引
の

分
類
に
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
に
つ
い
て

　

電
子
帳
簿
保
存
法
が
改
正
さ
れ
令
和
四

年
一
月
一
日
よ
り
、
国
税
関
係
帳
簿
な
ど

に
関
し
て
紙
媒
体
で
の
保
存
か
ら
電
子
媒

体
で
の
保
存
へ
と
変
遷
す
る
大
き
な
転
換

期
と
な
り
ま
し
た
。
電
子
取
引
デ
ー
タ
保

存
は
義
務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
猶
予

期
間
と
し
て
二
年
が
設
け
ら
れ
、
ま
だ
電

子
保
存
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は

計
画
的
に
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
最
近
で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

一
般
化
し
、
電
子
媒
体
を
用
い
た
取
引
の

税制改正（適格請求書
等保存方式・電子帳簿
保存法）に係る説明会
を開催しました

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

団体のページ

機
会
と
重
要
性
は
日
に
日
に
増
し
て
い
ま

す
。
取
引
の
み
で
な
く
、
仕
訳
帳
な
ど
の

帳
簿
類
に
つ
い
て
も
、
電
子
方
式
で
作
成

し
て
い
る
場
合
は
デ
ー
タ
の
ま
ま
保
存
す

る
こ
と
も
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
可
能
な

為
、
今
後
の
対
応
も
含
め
て
文
書
保
存
に

係
る
負
担
軽
減
が
達
成
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
節
柄
、
出
席
者
同
士
の
十
分
な
距
離

の
確
保
、
開
催
日
前
日

に
は
参
加
予
定
者
へ
体

調
に
異
常
が
な
い
か
確

認
を
行
う
な
ど
の
対
応

が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
情
報
発
信
の
難
し

さ
、
対
面
で
開
催
す
る

こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

今
一
度
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
あ
り
ま
し
た

が
、
開
催
後
に
参
加
者

か
ら
体
調
不
良
等
の
報

告
が
な
く
、
感
染
拡
大

防
止
を
最
大
限
に
考
慮

す
る
こ
と
で
、
次
回
の

会
議
開
催
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
と
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
一
人
一
人
が
感
染
対
策
を
心
掛

け
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

結
び
に
、
講
師
を
派
遣
下
さ
い
ま
し
た

郡
山
税
務
署
の
ご
配
慮
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
各
種
研
修

な
ど
会
員
組
合
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

参加者同士の距離が十分に確保できる会場にて開催
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団体のページ
　

令
和
三
年
度
福
島
県
き
の
こ
セ
ミ
ナ
ー

を
、
下
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
例

年
、
き
の
こ
生
産
者
、
県
、
市
町
村
、
各

種
団
体
等
か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
に

入
っ
て
も
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
脅
威
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
は
セ
ミ
ナ
ー
の
形
式
を
変

更
し
て
、
福
島
県
内
在
住
の
き
の
こ
に
興

味
の
あ
る
一
般
の
方
も
対
象
に
、
テ
ー
マ

別
に
全
四
回
、
各
回
十
名
以
内
の
少
人
数

制
と
し
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
回
の
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

第
一
回
：
マ
イ
タ
ケ
原
木
栽
培
の
楽
し
み

　
　

マ
イ
タ
ケ
原
木
栽
培
の
基
本
的
な
流

れ
に
つ
い
て
、
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

原
材
料
で
あ
る
原
木
の
調
達
方
法
や
そ

の
保
管
方
法
、
仕
込
み
の
方
法
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
上
で
、
培
養
（
仮
伏
せ

込
み
、
本
伏
せ
込
み
）
の
際
の
管
理
方

法
や
発
生
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
重
点

的
に
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
座
学
の

ほ
か
セ
ン
タ
ー
内
で
試
験
発
生
さ
せ
て

い
る
マ
イ
タ
ケ
を
実
際
に
見
て
も
ら
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
発
生
し
て
い
る
マ

イ
タ
ケ
を
興
味
深
く
観
察
し
、
活
発
に

質
問
す
る
な
ど
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

②　

第
二
回
：
簡
単
な
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ
タ

ケ
自
然
栽
培

　
　

二
回
目
は
、
ナ
メ
コ
と
ヒ
ラ
タ
ケ
の

菌
床
自
然
栽
培
方
法
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
二
・
五
㌔

㌘
の
栽
培
袋
を
使
用
し
た
栽
培
方
法
に

お
け
る
原
材
料
や
仕
込
み
方
法
、
培
養

方
法
や
発
生
方
法
と
そ
の
際
の
注
意
点

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実

習
と
し
て
、
二
・

五
㌔
㌘
菌
床
に
ヒ

ラ
タ
ケ
種
菌
を
接

種
し
、
ヒ
ラ
タ
ケ

菌
床
を
仕
込
む
方

法
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
皆
真
剣
に

実
習
に
取
り
組

み
、
後
日
自
分
が

接
種
し
た
ヒ
ラ
タ

ケ
菌
床
を
取
り
に

来
た
参
加
者
も
い

ま
し
た
。

③　

第
三
回
：
家
庭

で
楽
し
む
原
木
栽
培

　
　

都
合
に
よ
り
、

中
止
と
な
り
ま
し

た
。

令和３年度
福島県きのこセミナー

を開催

きのこセンターだより

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

④　

第
四
回
：
家
庭
で
美
味
し
く
〝
き
の

こ
料
理
〟

　
　

四
回
目
は
、
き
の
こ
に
含
ま
れ
る
栄

養
成
分
や
そ
の
効
能
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
そ
の
栄
養
成
分
を
よ
り
多
く
摂
取
す

る
た
め
の
効
果
的
な
調
理
方
法
等
に
つ

い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
当
協
会
主
催
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
福
島
県
き
の
こ
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
第

一
回
～
第
六
回
ま
で
の
歴
代
受
賞
者
の

き
の
こ
料
理
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
紹
介
し
た
レ
シ
ピ
は
簡
単
に
出
来

る
も
の
も
多
く
、
皆
さ
ん
興
味
深
く
受

講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
試
食
品
と
し
て

提
供
し
た
「
肉
厚
き
の
こ
と
真
鯛
の
ポ

ア
レ
～
き
の
こ
タ
ル
タ
ル
＆
バ
ジ
ル

ソ
ー
ス
添
え
～
」
は
、
第
六
回
福
島
県

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
受
賞

作
品
で
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る

ほ
ん
し
め
じ
「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
」
を

使
用
し
た
炊
き
込
み
ご
飯
と
共
に
、
大

変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
と
は
異
な
る
形

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は

き
の
こ
に
興
味
を
持
っ
た
方
々
で
あ
っ
た

た
め
、
皆
さ
ん
意
欲
的
に
受
講
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
来
年
度
の
感
染
症
の
状
況
が
見

通
せ
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
状
況
に
応
じ
た
形
で
、
積
極
的
に
情
報

発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

試食①肉厚きのこと真鯛のポアレ
～きのこタルタル＆バジルソース添え～

第４回セミナーの様子

第２回セミナーの様子

第１回セミナーの様子

試食②
ほんしめじの炊き込みご飯
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○
は
じ
め
に

　

会
津
地
方
に
は
豊
か
な
自
然
が
育
ん
で

き
た
郷
土
の
歴
史
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。

漆
器
や
木
綿
、
陶
芸
な
ど
の
伝
統
工
芸
品

の
ほ
か
、
四
季
折
々
の
伝
統
野
菜
や
地

鶏
、
蕎
麦
、
米
、
地
酒
は
古
来
よ
り
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ブ
ナ
の
天
然
林
が
源
と
な
っ
て
い
る

『
蜂
蜜
』
も
植
生
の
豊
富
な
森
林
を
守
り
、

自
然
と
共
存
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
会
津

の
郷
土
食
材
の
一
つ
で
す
。

○
ブ
ナ
の
森
と
養
蜂

　

会
津
の
森
で
養
蜂
を
営
ん
で
い
る
有
限

会
社
松
本
養
蜂
総
本
場
は
、
昭
和
十
六
年

創
業
以
来
、
会
津
な
ら
で
は
の
安
全
・
安

心
な
蜂
蜜
を
生
産
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は

国
産
で
唯
一
「
有
機
蜂
蜜
」
の
認
証
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　

奥
会
津
の
豊
か
な
植
生
を
誇
る
ブ
ナ
の

天
然
林
は
、
先
代
が
「
博
士
山
ブ
ナ
林
を

守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自
然
体
系
を
無

視
し
た
ブ
ナ
の
木
の
伐
採
か
ら
守
り
抜
い

た
大
切
な
財
産
で
す
。
五
代
目
の
代
表
取

締
役 

松
本
高
明
さ
ん
は
、
妻
の
彩
子
さ

ん
と
共
に
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
、
ブ
ナ

の
森
と
国
産
有
機
蜂
蜜
の
魅
力
、
山
の
恵

み
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

○
「
次
の
80
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

松
本
さ
ん
は
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る

養
蜂
を
通
し
て
、
自
然
・
地
域
・
人
と
の

つ
な
が
り
を
循
環
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ

ら
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
調
和
）
を
目
指
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
八
〇
年
に
向
け
て
、

後
世
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
様
々
な
取

組
み
「
次
の
80
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

養
蜂
を
通
し
て
森
林
、
里
山
の
環
境
保
全

の
み
な
ら
ず
、
伝
統
産
業
や
地
域
文
化
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
発
展
を
目

指
す
取
組
み
で
す
。

　

昨
年
は
会
津
の
伝
統
産
業
で
あ
る
会
津

漆
器
を
つ
く
る
地
元
企
業
と
共
同
で
、
漆

の
花
の
蜂
蜜
を
採
取
す
る
こ
と
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
漆
器
づ
く
り
の
原
料
と
な
る
漆

の
木
は
、
現
在
で
は
国
内
で
も
生
育
地
が

限
ら
れ
希
少
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

漆
の
木
の
生
育
活
動
を
続
け
て
い
る
植

栽
地
で
、
漆
の
花
が
咲
く
初
夏
の
僅
か

一
、
二
週
間
の
期
間
に
採
取
さ
れ
た
蜂
蜜

は
驚
く
ほ
ど
の
美
味
し
さ
で
、
直
ぐ
に
完

売
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
売
上

の
一
部
は
、
会
津
で
漆
の
木
の
植
栽
活
動

を
続
け
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
地
元
の
方
々
に

養
蜂
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
、
さ
ら
に

漆
器
を
つ
く
る
作
家
さ
ん
と
の
交
流
は
、

互
い
の
商
品
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は

全
て
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
地
産
地
消
や
持
続
可
能
な

取
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
松
本
さ
ん
。

○
会
津
の
森
林
と
養
蜂

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
台
湾
や
中
国
か
ら

只
見
川
流
域
の
絶
景
を
観
に
く
る
観
光
客

も
い
た
こ
と
か
ら
「
会
津
の
森
林
は
観
光

資
源
と
し
て
も
価
値
あ
る
も
の
で
す
」
と

松
本
さ
ん
。
奥
会
津
一
帯
の
落
葉
広
葉
樹

林
の
魅
力
と
可
能
性
、
山
の
恵
み
を
頂
い

て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
養
蜂
と
林

業
と
の
つ
な
が
り
に
も
関
心
を
寄
せ
、
そ

の
大
切
さ
を
多
く
人
々
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

松
本
養
蜂
総
本
場
で
は
一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
達
に
養
蜂
や
ミ
ツ
バ
チ
、
自
然

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
こ
と
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
や
自
然
の
摂

理
が
分
か
る
蜂
場
見
学
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
貴
方
も
自
然
・
地
域
・
人
と
つ
な
が

り
、
豊
か
な
自
然
に
想
い
を
馳
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

郡
山
女
子
大
学 

生
活
科
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

養
蜂
が
織
り
な
す
ハ
ー
モ
ニ
ー 

～
自
然
・
地
域
・
人
を
つ
な
ぐ
～

（
有
限
会
社
　
松
本
養
蜂
総
本
場
）

木
の
文
化
を
育
む
�

蜂場見学 森の中の蜂場 有機蜂蜜『栃の花』『きはだ』
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十
一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
四
㌫
増
（
前
年
比
一
六
㌫
増
）
の

二
六
、
一
六
〇
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
三
㌫
増
（
前
年
比
一
八
㌫
増
）
の
二
六
、
〇
二
四
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
価
格
は
強
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（2021年12月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ  0（ 0～ 0） 0  7（ 6～ 8） 0

13～14 並 カラマツ 11（ 8～14） 11  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 15（14～16） 0 10（ 8～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 10（ 9～10） 0 　（ 0～ 0） 10（10～10） 0 10（ 9～10） 0

10～14 並 スギ 16（16～17） 0 　（ 0～ 0） 15（14～16） 0 16（14～17） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 17（14～19） 0 12（12～12） 0 18（17～20） △2 17（12～20） 0

並 ヒノキ 24（18～30） 0 　（ 0～ 0） 27（26～28） 1 26（18～30） 1

6.00
並 スギ 20（16～22） 0 10（10～10） 0 21（21～21） △1 18（10～22） △1

並 ヒノキ 31（30～32） 2 　（ 0～ 0） 32（32～32） 1 31（30～32） 1

20～28

3.65 並 スギ 16（16～16） 0 11（11～12） 0 15（14～16） 0 14（11～16） 0

4.00
並 スギ 15（14～16） 0 11（11～12） 0 16（15～18） 0 14（11～18） 0

並 アカマツ 12（11～14） 0 15（15～15） 15 11（ 9～14） 0 12（ 9～15） 0

1.80 並 アカマツ  9（ 7～10） 0 　（ 0～ 0）  9（ 9～10） 0  9（ 7～10） 0

外　
　
　

材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 38（38～38） 0 38（38～38） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 37（37～37） 0 37（37～37） 0
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

パルプ
用材

並 マツ  7（ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0）  7（ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10（10～10） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 10（10～10） 0

　

そ
う
言
っ
て
参
加
し
た
二
〇
二
一
年
九

月
二
六
日
の
南
会
津
町
び
わ
の
か
げ
陸
上

競
技
大
会
。
そ
れ
は
町
の
広
報
誌
で
見
つ

け
た
、
私
が
中
学
生
の
時
か
ら
あ
る
南
会

津
の
競
技
大
会
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
参
加
者
は
減
っ
た
そ

う
で
す
が
、
南
会
津
農
林
事
務
所
の
職
員

さ
ん
に
声
を
か
け
、
○
十
年
ぶ
り
参
加
し

ま
し
た
。

　

私
が
選
ん
だ
競
技
は
一
〇
〇
㍍
団
体
リ

レ
ー
と
一
〇
〇
㍍
走
個
人
。

　

一
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
の
団
体
名
は
「
チ
ー

ム
○
治
」
！
（
←
副
部
長
の
お
名
前
を
お

借
り
し
ま
し
た
）

　

リ
レ
ー
の
対
戦
相
手
は
中
学
生
の
男
子

チ
ー
ム
と
女
子
チ
ー
ム
で
し
た
。
私
は
第

一
走
者
。
予
想
通
り
ス
タ
ー
ト
し
た
と
同

時
に
中
学
生
チ
ー
ム
に
大
き
く
離
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
私
た
ち
「
チ
ー
ム
○
治
」
は
走

り
切
り
、
そ
の
結
果
成
年
女
子
チ
ー
ム
で

あ
る
私
た
ち
は
見
事
「
優
勝
!!
」
…
と
い

う
の
も
成
年
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
者
は
私

た
ち
だ
け
で
し
た
。（
笑
）

　

そ
の
後
一
〇
〇
㍍
走
個
人
は
、
ま
た
も

や
中
学
生
の
女
子
と
走
る
こ
と
に
…
。
ス

タ
ー
ト
は
し
た
も
の
の
、
先
程
も
述
べ
た

よ
う
に
み
る
み
る
差
が
つ
き
、
中
盤
く
ら

い
か
ら
足
全
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
走
っ
て

い
る
か
歩
い
て
い
る
か
自
分
で
も
わ
か
ら

な
い
速
度
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
成
年
が
二
人
だ
っ

た
の
で
二
位
入
賞
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、「
チ
ー
ム
○
治
」
は
リ
レ
ー
で
ト

ロ
フ
ィ
と
賞
状
を
い
た
だ
き
、
私
は
一
〇

〇
㍍
走
個
人
で
銀
メ
ダ
ル
と
賞
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
○
十
年
ぶ
り
の
入
賞
は
、

そ
れ
は
そ
れ
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
！

　

ま
た
来
年
度
も
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
南
会
津
町

に
住
む
方
は
声
を
か
け
ら
れ
た
際
に
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

楽
し
も
う
!!

阿
久
津　
　

純

南
会
津
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

「チーム○治」前列／筆者は前列右端
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お知らせコーナー

そ
れ
ぞ
れ
に

　

平
成
二
三
年
十
一
月
末
、
私
は
、
出
張
で
滋
賀
県
大
津
に
向
か
っ
て
い
た
。
午
後
一
時

頃
に
京
都
駅
か
ら
琵
琶
湖
線
に
乗
り
換
え
た
が
、
人
の
移
動
が
少
な
い
時
間
帯
だ
っ
た
と

み
え
、
車
両
に
は
、
私
も
含
め
乗
客
は
三
人
だ
っ
た
。
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
の
座
席
に
座
り

ふ
と
眺
め
た
町
並
み
は
、
晴
れ
た
晩
秋
の
昼
下
が
り
に
少
し
ま
ど
ろ
ん
だ
様
な
町
並
だ
っ

た
が
、
透
明
感
が
あ
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
。（
我
が
ふ
る
里
に
は
、
目
に
見
え
な
い
放
射

能
が
降
っ
た
と
い
う
の
に
…
）
と
正
直
、
複
雑
な
思
い
だ
っ
た
。

　

全
国
か
ら
関
係
者
が
集
ま
っ
た
そ
の
会
議
の
席
で
「
福
島
は
、
大
変
で
し
た
ね
。
み
ん

な
防
護
マ
ス
ク
を
し
て
歩
い
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
り
、
中
に
は
私
の
手
を
と

り
「
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
と
涙
を
流
し
て
言
わ
れ
た
り
も
し
た
。
会
食
の
席
で
は
、

隣
の
人
が
「
福
島
に
は
気
の
毒
で
す
が
、
当
分
福
島
県
産
の
食
材
は
買
わ
な
い
つ
も
り
で

す
」
と
。
三
月
十
二
日
の
福
島
原
子
力
発
電
所
水
素
爆
発
事
故
以
来
、
初
め
て
か
け
ら
れ

た
出
先
で
の
声
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
み
な
正
直
だ
っ
た
…
。

　

あ
の
日
か
ら
、
一
年
一
年
が
経
過
し
、
今
、
十
一
年
の
年
月
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
こ

の
十
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
鍛
え
ら
れ
て
き
た
だ
ろ
う
…
。

　

日
本
画
家　

齋
正
機
さ
ん
（
福
島
市
出
身
）
が
描
い
た
「
夜
ノ
森
春
風
物
語
」
の
一
枚

が
あ
る
。
桜
の
ト
ン
ネ
ル
に
集
う
み
ん
な
の
普
段
着
の
笑
顔
が
い
い
。
春
の
優
し
い
風
の

形
に
桜
の
花
び
ら
も
舞
っ
て
い
る
。

　

桜
の
季
節
は
、
三
月
十
一
日
を
越
え
て
巡
っ
て
く
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
桜
の
花
は
、

一
年
一
年
を
積
み
上
げ
て
く
る
全
て
の
人
へ
の
「
心
の
ご
褒
美
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
桜
の
季
節
が
巡
っ
て
く
る
の
も
も
う
す
ぐ
だ
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「花　園」
第36回　ふくしま緑の写真コン
クール　入選
受賞者　澁谷謙治さん（福島市）
撮影場所：福島市
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（
定
価　

一
一
〇
円
）

○
野
生
山
菜
等
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　

今
年
も
山
菜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
出
荷
を
制
限
さ
れ
て
い
る

市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等
は
出
荷
・
販
売
、
飲
食
店
や
宿
泊
施

設
な
ど
で
の
提
供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
で
の
販
売
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
野
生
山
菜
等
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
は
福
島
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
検
索
ワ
ー
ド
は
「
福
島
県　

山
菜　

出
荷
制
限
」
で
す
。

（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ringyo-monitoring.html

）

　

ま
た
、
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
で
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等

の
出
荷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
農
林
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
山
菜
等
の
流
通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○連絡先一覧

市町村名 事務所名 住所・連絡先

福島市、二本松市、
伊達市、本宮市、伊
達郡・安達郡の町村

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

郡山市、須賀川市、
田村市、岩瀬郡・石
川郡・田村郡の町村

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

白河市、西白河郡・
東白川郡の町村

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津若松市、喜多方
市、耶麻郡・大沼郡・
河沼郡の町村

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字下天神６－３

0241－24－5734

南会津郡の町村 南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相馬市、南相馬市、
相馬郡の町村

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

双葉郡の町村 富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき市 いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
三
月
号 

通
巻
第
六
九
一
号

令
和
四
年
三
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


